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 資料１   高病原性鳥インフルエンザ啓発リーフレット 

 

ニワトリ等を飼養されている皆様へ！！ 
 
  新聞報道等で、すでにご存じのことと思いますが、平成○年○月○日、○都道府県で 

高病原性鳥インフルエンザが発生しました。 
  現時点では熊本県内では、異常なニワトリ等は見つかっていません。 
 ニワトリ等を飼養されている家庭におかれましては、以下の点に注意して下さい。 
 
１ 最近の本県での発生状況 
   平成２６年 ４月  熊本県球磨郡多良木町で発生 
  平成２８年１２月 熊本県玉名郡南関町で発生 

（平成 H28 年度は、国内で９道県、１２例発生） 
 
２ 原 因 
  鳥類がインフルエンザウイルスに感染して起こる病気です。鳥類のなかでもニワトリ

や七面鳥などに高い死亡率を示します。 
 

３ 症 状 

突然の死亡率の増加、鶏冠・肉垂・脚部などのチアノ－ゼ、沈うつ、産卵率低下など 

      
 
４ 日常の管理 
（１）毎日観察しましょう。 
（２）トリ小屋は、マスク等をしてこまめに掃除しましょう。 
（３）いつも新鮮なエサや水を与えましょう。 
（４）野鳥が、トリ小屋に入らないようにしましょう。 
（５）世話をした後は、うがいや手洗いをしましょう。 
  
 
５ その他 
   鶏卵、鶏肉を食べることにより鳥インフルエンザウイルスがヒトに感染することは世

界的にも報告はありません。 
 
   不明な点についてのご質問、鳥類の多数羽死亡等の異常を発見した場合は、 
   下記までご連絡下さい。 
 

 
 熊本県農林水産部畜産課  熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号 096-383-1111 
 熊本県中央家畜保健衛生所  熊本市南区城南町沈目１６６６－１   0964-28-6021 
 熊本県城北家畜保健衛生所  山鹿市鹿本町御宇田１９８－５      0968-46-2075 
 熊本県阿蘇家畜保健衛生所  阿蘇市一の宮町宮地２６３９      0967-22-0041 
 熊本県城南家畜保健衛生所  人吉市蟹作町一本杉１２３７－１    0966-22-3814 
 熊本県天草家畜保健衛生所  天草市本渡町本戸馬場１７０６－３   0969-22-3668 
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資料２  病性鑑定材料送付に係る手続き 

１  病性鑑定材料送付に係る手続き 

（1） 病性鑑定材料の送付に係る取り扱い 

    ア  高病原性鳥インフルエンザ等の病性鑑定材料は、旅客手荷物としての受託不可と

なる。 

    （ｱ） 航空法および航空法施行規則 

     （ｲ） ＩＡＴＡ危険物規則書  

    【ＩATA とは、Ｉnternational Air Transport Association の略】 

    （ｳ） 全日本空輸株式会社または日本航空株式会社定款  

    イ  ただし、航空貨物としての輸送は可能であるため、輸送（持参達、郵送等）は航

空貨物扱いとして実施する。 

  

（2） 輸送の方法 

    国連規格容器（以下、病性鑑定材料輸送容器）を用いて行う。航空貨物輸送の方

法は、下記の３方法がある。 

    ア  航空会社の航空貨物へ申し込む（持参達する場合） 

熊本空港貨物ターミナルへ搬入→東京事務所職員が羽田空港貨物ターミナルで受

け取り動物衛生研究所へ持参達。 

   イ  運送会社の貨物便として送付 

       空港又は熊本市内の支店へ搬入→羽田空港貨物ターミナル→チャーター配達で動

物衛生研究所へ。 

   ウ  小包郵便（ゆうパック）として送付 

        郵便局へ搬入→動物衛生研究所へ郵送。 

  

（3） 航空貨物搬送の実施要領及び留意点 

ア 航空会社の航空貨物へ申し込む場合（持参達する場合） 

熊本空港航空貨物ターミナル（国際線ターミナルの先）の全日本空輸（ＡＮＡ）

または、日本航空（ＪＡＬ）受付へ出発便の９０分前までに出向き、所定の危険物

申告書（別添資料１、２）への記入、料金等の支払い等を完了させなければならな

い。 

出発便の９０分前までに受付を完了しなければならない理由は、機長へ搭載許可

を得るための説明をする必要があるためである。また、輸送食料品や動物等へのス

ペースが確保されるため、申し込みを決定した時点で病性鑑定材料輸送がある旨を

連絡する必要がある。 

料金は重量及び容積で決定され、通常の航空貨物料金の１.５倍となる。（５kg

以下の場合は３,０００円程度） 

ＡＮＡは本県での発生時、輸送経験がある。 

なお、羽田空港での受け取りには機体到着から搬出まで少々時間が必要（３０分

～１時間）。また、国内貨物カウンターまでのアクセスが良好でない（徒歩で１５

分、タクシーで５分程度の距離）。よって、貨物を受け取るまでに１時間程度の時
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間が必要となる。 

 

危険物貨物搭載料金（５kg 以下の場合）：熊本空港→羽田空港 

   航空貨物料金 

 ANA便  2,829 円 

 JAL便  2,875 円 

   ＊料金については、変更の可能性があるため要確認 

【主要連絡先】 

(株)ANA Cargo 熊本空港営業所  Tel ０９６－２３２－２９６５ 

日本航空㈱貨物熊本空港営業所  Tel ０９６－２３２－１２３２ 

 

       (株) ANA Cargo 羽田空港営業所  Tel ０３－６７００―２７２６ 

     日本航空㈱貨物羽田空港営業所  Tel ０３－５７５７―３１０５ 
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（ 別添資料１） 

  

危険物申告書(非放射性物質) ※国内貨物専用

荷送人 運送状番号： ANA - 
氏名(会社名)：

ページ番号：

1区間の場合　⇒　2部作成
2区間の場合　⇒　3部作成 警告

荷送人参照番号(必要に応じて記載)：

荷受人

輸送の詳細

関連するいかなる危険物規則への違反も、関連法規
違反として、法的罰則の対象となることがあります。

航空機のタイプ別制限 出発地空港 ：

旅客機、貨物機
共に搭載可能

住所： 総ページ数：

容器の種類、1包装物
あたりの正味量及び個数
※内装容器の使用が求められる 場合、

内装容器の種類、1内装容器あたりの

正味量及び個数をカッコ内に記載すること

包装基準 備考欄国連番号

又は
ＩＤ番号

氏名(会社名)：

住所：

包装
等級

到着地空港 ： 危険物のタイプ

貨物機のみ
　搭載可能

危険物の性質及び量（危険物申告書作成要領は、IATA航空危険物規則書第8章を参照のこと）

危険物の識別

一般危険物 放射性物質

正式輸送品目名

分類又は区分

の番号

(副次危険性の

分類又は区分

の番号)

その他の取り扱い注意事項

緊急連絡先(電話番号)：

私は、当該委託貨物の内容物について正式輸送品目名の記載、分類、
包装、表示およびラベルの貼付が完全かつ正確に行われ、関連する国際
規則及び国内規則により定められた航空輸送するための全ての条件が
揃っていることをここに宣誓します。
また、私は関連する航空輸送要件が全て満たされたことを宣誓します。

輸送責任者の氏名及び役職

氏名：

CFT2025

役職：

作成場所(都道府県) 日付

輸送責任者署名(印字不可)又は捺印
 (上記の警告を確認して下さい)

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

⑮

⑯

⑰

⑱ ⑲

⑳
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

危険物申告書の作成にあたっては、IATA航空危険物規則書ならびに航空危険物輸送法令集をご確認ください。

項目 記載要領

輸送責任者の氏名および役職

作成場所

包装等級

荷送人　氏名（会社名）および住所

荷受人　氏名（会社名）および住所

航空貨物運送状番号

分類または区分の番号

ページ番号および総ページ数

出発地空港

到着地空港

国連番号またはID番号

正式輸送品目名
正式輸送品目名を記載する。
※英語表記、日本語表記を問わない。

輸送責任者署名

容器の種類
1包装物あたりの正味量および個数

内装容器の種類
1内装容器あたりの正味量および個数

備考欄

その他の取り扱い注意事項

緊急連絡先

包装基準

日付

輸送責任者が自署もしくは捺印する。
※印刷によるものは認めない。

分類番号または区分番号を記載する。第1分類については、隔離区分の文字を含めて記載する。
さらに、副次危険性を有する場合は、副次危険性の分類番号または区分番号を括弧書きで記載する。

例：第3分類の引火性液体で、区分6.1の副次危険性を有する場合
　　 3（6.1）

包装等級を記載する。包装等級が割り当てられていない危険物については、横棒“━”を記載する。
※包装等級の番号の前に“PG”の接頭辞を付けてもよい。

①外装容器もしくは単一容器の種類を記載する。
※英語表記、日本語表記を問わない。

②1包装物あたりの正味量を記載する。
※計量単位も併せて記載すること。また、必要な場合は、計量単位の後に“G”の文字を付け加えること。

③包装物（同一種類かつ同一内容）の個数を記載する。

例：10Lの引火性液体を収納した天板固着式鋼性ドラムが1個の場合
     天板固着式鋼性ドラム×10.0L×1個

内装容器の使用が求められる場合は、以下の内容を括弧書きで記載する。

①内装容器の種類を記載する。
※英語表記、日本語表記を問わない。

②1内装容器あたりの正味量を記載する。
※計量単位も併せて記載すること。

③1外装容器に収納された内装容器（同一種類かつ同一内容）の個数を記載する。

例：外装容器にファイバーボード製箱、内装容器にガラス製容器を使用した場合
　　 ファイバーボード製箱×5.0L×1個
　　 （ガラス製容器×2.5L×2個）

その他、危険物申告書に記載することが求められる場合は、必要事項を記載する。
（例：特別規定番号 ・ IATA航空危険物規則書 参照項目番号など）

特別な取扱要領がある場合は、その内容を記載する。

危険物申告書の記載内容に関する問い合わせ先を記載する。

危険物申告書に署名する者の氏名および役職を記載する。
※役職に代えて、部門でもよい。

危険物申告書に署名する場所を都道府県名で記載する。

危険物申告書に署名する日付を記載する。
※西暦、和暦を問わない。

包装基準番号、または“Y”の文字が付いた少量危険物包装基準番号を記載する。

最終目的地の空港名を、略さず記載する。
※スリーレターコード（例：HND）による記載は禁止とする。

国連番号またはID番号を記載する。
※番号の前には必ず “UN” または “ID” の接頭辞を付けること。

荷送人の氏名および住所を、略さず記載する。
※航空貨物運送状に記載された荷送人名および住所と異なってもよい。

荷受人の氏名および住所を、略さず記載する。
※航空貨物運送状に記載された荷受人名および住所と異なってもよい。

危険物申告書を添付する航空貨物運送状の番号を記載する。

ページ番号および総ページ数を記載する。

出発地の空港名を、略さず記載する。
※スリーレターコード（例：HND）による記載は禁止とする。
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（別添資料２） 
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イ  運送会社の貨物便として送付する場合 

     運送会社を経由して貨物便として送付する場合、危険物申告書等の記入等は運    

送会社が実施するため、申告等の煩雑さは無くなるが、輸送内容を充分に伝達し

ておくことが必要となるため、実質上、他の方法と同等の煩雑さとなる。 

     また、貨物及び宅急便は食料品等と混載することから危険物貨物は配送禁止と    

なるため、原則として空港止めになる。しかし、空港からの配送はチャーター配

達を利用することで可能である。（チャーター配達：その荷物のみを配送するシ

ステム） 

     郵便貨物のような搭載便の指定がないため、比較的余裕はあるが、搭載スペー

スの確保等の問題があり、航空会社の航空貨物へ申し込む場合と同様な配慮は必

要である。 

    日本通運、西武運輸、ヤマトグローバルエキスプレスが危険物貨物の取り扱い

が多く、輸送に適している。 

    発送方法は、熊本空港貨物ターミナルまたは、熊本市内にある運送会社支店へ

直接搬入し、所定の申告書等を記入のうえ、カーゴ料金およびチャーター配達料

金を支払う。 

 

日本通運エクスプレスカーゴ（熊本空港→羽田空港）を利用する場合 

チャーター配達（羽田空港→つくば市）利用料金（５kg 以下の場合） 

利用便 航空貨物料金 チャーター配達 合計料金 

ANA便 1,775 円  32,000 円  33,775 円 

JAL便 2,858 円  32,000 円  34,858 円 

＊料金については、変更の可能性があるため要確認 

 

【主要連絡先】 

日本通運㈱熊本航空支店   Tel ０９６－３８８－７７２２ 

                          Fax  ０９６－３８８－７７２７ 

    〃    熊本支店        Tel  ０９６－３８７－８７７７ 

                          Fax  ０９６－３８７－８７９７ 

  〃    天草営業所      Tel  ０９６９－２３－０２０２ 

                          Fax  ０９６９－２２－５１６３ 

ヤマトグローバルエキスプレス熊本空港営業所  

Tel  ０９６－２３２－１７７７ 

Fax  ０９６－２３２－１３３０ 

    〃    熊本営業所    Tel  ０９６－３１９－１７１１ 

                   Fax  ０９６－３１９－１７１４ 

西武運輸㈱熊本空港出張所   Tel  ０９６－２３２－１５２２ 

    〃    熊本営業所       Tel  ０９６－３８９－１８９０ 

  〃    松橋営業所       Tel  ０９６４－３２－１８１１ 

    〃    玉名営業所       Tel  ０９６８－８６－２１５１ 
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ウ  郵便小包（ゆうパック）として送付する場合 

       ゆうパックでも航空便扱いとして送付することができるが、発送した翌々日以降

に動衛研に配送されるため緊急時には不適。また、航空貨物として搭載される時に

前述の条件等がかかるため、郵便物に含まれる危険物申告書等の書類が必要となる。 

 

ゆうパック料金（30kg 以下、三辺の合計が８０cm まで）：熊本市→つくば市 

 ゆうパック料金 チルド料金 合計料金 

持ち込み   1,240 円 350 円  1,590 円 

集荷   1,340 円 350 円  1,690 円 

＊料金については、変更の可能性があるため要確認 

 

【主要連絡先】 

熊本北郵便局 郵便案内受付   Tel ０９６－２３３－５４８０ 

熊本東郵便局 郵便案内受付   Tel ０９６－３６５－０７８５ 
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病性鑑定材料輸送容器取扱説明書 

１ 使用の前に 

 病性鑑定材料輸送容器を使用する前に、かならず取扱説明書を精読のうえ、輸送容器

のセット容器を確認すること。不足なものがあると病性鑑定材料が輸送できなくなる場

合があるので注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病性鑑定材料輸送容器の標準セットは以下のとおり。 

・ポリプロピレンボックス 

・耐衝撃スチールプレート（上下、前後、左右計６枚） 

・発泡スチール断熱ボックス（本体と蓋） 

・アイスパック（２個） 

・試料コンテナ（試料入れプラスチックチューブ、衝撃吸収クッション付） 

・保護コンテナ（衝撃吸収パット、クッション付） 

・密封剤（目地シール） 
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２  病性鑑定材料の包装 

   病原体を含む病性鑑定材料の包装は、使用する国連規格容器の取扱説明書に基づき 3

重包装を行う。また、輸送途中で破損や漏えい等の事故が起きないように適切に収容し、

包装責任者によるチェックを実施する。 

ア １次容器 

  病性鑑定材料はプラスチックチューブ等に入れ、シールを行い確実に密封する。 

イ ２次容器 

  緩衝材を入れた２次容器に１次容器を入れる。２次容器にドライアイスを入れると、

輸送途中で容器が破裂（爆発）する可能性があるため入れてはならない。２次容器は必

要に応じて、密封剤等で密封する。 

ウ ３次容器 

  ２次容器を３次容器に入れ、保冷剤もしくはドライアイスをセットする。ドライアイ

スを入れる場合には３次容器は密封してはならない。 

エ 外部包装（オーバーパック） 

  下記様式により品名および差出人等を記載した書類を見やすいところに貼付する。 

必要に応じて、輸送許容物件表示ラベル（分類番号：6．2） およびドライアイス表

示（輸送許容物表示ラベル：分類番号９）を貼付する。 

（１） 航空機による輸送を行う場合 

    品  名：家きんの組織等「危険物」＊1 

国連番号： 

差出人  ： 

          自治体名： 

          検査所名： 

          住  所： 

          電話番号： 

          資  格：防疫員（獣医師） 

          氏  名： 

  ドライアイス○○ｋｇ在中＊2 

           ＊1：朱記すること。 

 ＊2：ドライアイスを入れて送付する場合は朱記すること。 

（２） 航空機による輸送を行わない場合 

    品 名：家きんの組織等「危険物」＊ 

 差出人： 

         自治体名： 

         検査所名： 

         住  所： 

         電話番号： 

         資  格：防疫員（獣医師） 

         氏  名： 

          ＊：朱記すること。 
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（参考） 

 

１ 輸送許容物件表示ラベル（分類番号：6．2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 輸送許容物件表示ラベル（分類番号：9） 
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資料３ 

関係者名簿① 
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関係者名簿② 
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資料４   高病原性鳥インフルエンザＱ＆Ａ 

                                         ＜平成 2９年１２月更新＞ 

Ｑ１．鳥インフルエンザとはどんな病気ですか？  

Ｑ２．高病原性鳥インフルエンザに感染した家きんはどんな症状を示しますか？  

Ｑ３．ウイルスが海外から日本へ侵入するルートには、どんなものがありますか？  

Ｑ４．ウイルスが農場へ侵入するルートには、どんなものがありますか?  

Ｑ５．農場で発生が疑われた場合には、どうすればよいのですか?  

Ｑ６．農場で発生した場合には、どのような防疫措置が採られますか？  

Ｑ７．どんな消毒薬が有効ですか？  

Ｑ８．鳥用のワクチンはありますか？  

Ｑ９．本病を発生させないためには、どうしたらよいのですか？  

Ｑ１０．鳥インフルエンザウイルスが、ヒトに感染することはありますか？  

Ｑ１１．農場で発生した場合には、農場関係者や防疫従事者の感染をどう防ぐのですか？  

Ｑ１２．鶏肉や鶏卵を食べて感染することはありますか？ 

http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa01#qa01
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa05#qa05
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa06#qa06
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa07#qa07
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa08#qa08
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa09#qa09
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa10#qa10
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa11#qa11
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa12#qa12
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa13#qa13
http://www.niah.affrc.go.jp/disease/poultry/toriinfluqa.html#qa14#qa14
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Ｑ１．鳥インフルエンザとはどんな病気ですか？  

Ａ． 鳥類のインフルエンザは、Ａ型インフルエンザウイルスの感染による疾病であり、

家畜伝染病予防法では、そのうち、次の３つを規定しています。 

（１）高病原性鳥インフルエンザ 

国際獣疫事務局（ＯＩＥ）の診断基準により高病原性鳥インフルエンザウイルスと

判定されたＡ型インフルエンザウイルスの感染による家きん（鶏、あひる、うずら、

きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥）の疾病です。 

本病は、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）などの国際機関が「国境を越えてまん延

し、発生国の経済、貿易及び食料の安全保障に関わる重要性を持ち、その防疫には多

国間の協力が必要となる疾病」と定義する「越境性動物疾病」の代表例です。 

高い致死性と強い伝播性から、ひとたびまん延すれば、鶏肉・鶏卵の安定的な生産

と供給を脅かし、国際的にも日本からの鶏肉・鶏卵の輸入を禁止する措置がとられる

など、個々の農家の経営のみならず、養鶏産業全体に甚大な影響を及ぼします。その

ため、家畜伝染病予防法において家畜伝染病(法定伝染病)に指定され、公的に防疫措

置をとることが定められています。 

さらに海外では、家きん等との濃厚接触に起因する本ウイルスの感染によるヒトの

死亡事例も報告されており、公衆衛生の観点からも、本ウイルスのまん延防止は重要

です。 

（２）低病原性鳥インフルエンザ 

H5またはH7亜型の鳥インフルエンザウイルスのうち、家きんに対する病原性が高

くないものが低病原性鳥インフルエンザウイルスです。 

家きんが低病原性鳥インフルエンザウイルスに感染すると、症状が出ない場合もあ

れば、咳や粗い呼吸などの軽い呼吸器症状が出たり産卵率が下がったりする場合もあ

ります。 

このウイルスが家きんの間で感染を繰り返すと、家きんに対して高い病原性を持つ

ウイルスに変異する可能性も報告されています。このため、日本では、高病原性鳥イ

ンフルエンザとともに、低病原性鳥インフルエンザも家畜伝染病予防法で「家畜伝染

病」に定められており、感染が広がるのを早めに食い止めることができるようにして

います。 

（３）鳥インフルエンザ 

高病原性鳥インフルエンザウイルス及び低病原性鳥インフルエンザウイルス以外の

Ａ型インフルエンザウイルスの感染による鶏、あひる、うずら及び七面鳥の疾病です。 

 

Ｑ２．高病原性鳥インフルエンザに感染した家きんはどんな症状を示しますか？  
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Ａ． 感染鶏群では死亡する鶏が増加します。主な症状は、元気消失、食欲・飲水欲の減

退、産卵率の低下、発咳、開口呼吸、下痢、神経症状などです。また、肉冠・肉垂・

顔面の腫れやチアノーゼ、脚の浮腫や皮下出血などの病変が報告されています。 

   なお、低病原性鳥インフルエンザは、ほとんど症状を示しませんが、家きんの間で

感染を繰り返すうちに、高病原性に変異する場合があるため注意が必要です。  

 

Ｑ３．ウイルスが海外から日本へ侵入するルートには、どんなものがありますか？ 

Ａ． 1) 輸入鳥類（家きん、愛玩鳥等）を介して侵入するルート、2) 海外の発生国から

肉や卵を輸入することによって侵入するルート、3) 渡りの水きん類や野鳥を介して

侵入するルート、4) 海外の発生地からヒトが持ち込むルートが考えられます。 

   輸入鳥類のルートでは、鶏等の家きんについては輸入検疫で監視されており、本病

が発生した国からは生きた鳥類およびその肉や卵の輸入が停止されています。また、

渡り鳥のルートは、鳥やそれらの糞との接触を避けることで、鶏群への侵入を防止で

きます。また、ヒトが履き物や衣服等にウイルスを付けて持ち込まないように、発生

地の農場等を訪問しないこと、発生国からの入国者を農場に立ち入らせないことも肝

要です。  

 

Ｑ４．ウイルスが農場へ侵入するルートには、どんなものがありますか。  

Ａ． 農場への侵入ルートとしては、1) ウイルスに感染している鶏を導入した場合、2) ウ

イルスに汚染された器材・車両・卵ケースなどを使用した場合、3) ヒトの衣服、手、

長靴などを介してウイルスが持ち込まれた場合が考えられます。また、4) 野鳥や野

生動物が出入りできる鶏舎の場合や屋外養鶏場では、感染した野鳥やウイルスと接触

した野生動物がウイルスを持ち込む可能性があります。 

 ウイルス侵入の機会を少なくするためには、鶏、器材等の移動は必要最小限とし、

消毒できるものは消毒してから農場に持ち込むようにして下さい。特に、鳥インフル

エンザの発生報告があった直後は注意が必要です。また、野鳥や野生動物が侵入しな

い鶏舎構造に変える、野鳥の糞で汚染されている可能性がある水や餌を鶏に与えない

ことも大切です。  

 

Ｑ５．農場で発生が疑われた場合には、どうすればよいのですか？  

Ａ． 飼育している鶏が次々に死亡する等、様子がおかしいと思ったら、速やかに最寄り

の家畜保健衛生所または獣医師に連絡して下さい。通報が遅れますと、その間、汚染

が拡大することになり、被害が大きくなります。  

 

Ｑ６．農場で発生した場合には、どのような防疫措置がとられますか？  
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Ａ． 高病原性鳥インフルエンザの防疫措置は、国の防疫指針及び本県の「高病原性鳥イ

ンフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ防疫対策マニュアル」によって行われま

す。  

   本病であることが確認されますと、発生農場及び発生農場と疫学的に関連のある農

場はヒトの出入り等が禁止され、家きんの殺処分、焼却・埋却、農場全体の消毒が行

われることとなります。 

   また、制限区域が設定され、移動制限区域（発生農場から半径３Km 以内の区域）

では、生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除

く。）、家きんの死体、家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外

からの移動は除く。）等の本病の病原体をひろげるおそれのある物品の移動が制限さ

れます。また、搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ以内の移動制限区域に外接

する区域）では、これら病原体をひろげるおそれのある物品について、区域外への移

動が制限されます。最終発生の防疫措置が終了してから、基本的には 21 日後に制限

区域は解除されます。   

 

Ｑ７．どんな消毒薬が有効ですか？  

Ａ． 陽イオン系（アストップ、パコマ等）、塩素系（クレンテ）、オルソ系（ゼクトン、

トライキル等）、アルカリ添加（クリアキル-１００）消毒薬等、一般的に使用されて

いる多くの消毒薬が有効です。また、土壌改良用消石灰等の散布も有効です。  

 

Ｑ８．鳥用のワクチンはありますか？  

Ａ． 海外では鳥用のワクチンが生産されていますが、日本を含め世界の多くの国ではワ

クチンを使用せずに、殺処分による防疫措置がとられています。その理由は、ワクチ

ンは発病を防ぐことはできますが、ウイルスの感染および排泄を防ぎきれないためで、

以下のような問題点があります。1) 発症及び死亡の軽減により感染の発見が遅れて

その間に他の鶏群にまん延する危険がある、2) 接種群は定期的にウイルス侵入の有

無を検査する必要があり、侵入が確認された場合には接種群も淘汰となる、3) 清浄

化までに長期間を有し、海外発生国からの生きた家きんおよび家きん肉の輸入禁止措

置がとれなくなることにより養鶏業の国際的競争力が低下する可能性がある、4) ウ

イルスが長期残存し、ヒトに感染する新型ウイルスの出現につながるおそれがある。 

   なお、農林水産省は、万一発生が拡大し、摘発淘汰だけでは防疫不能となった場合

に備え、輸入ワクチンを備蓄しており、更に国産ワクチンの開発を進めています。 

   万が一の場合の鳥インフルエンザワクチン使用は国の監視下で行うことになってお

り、それ以外での使用は違法行為となります。  
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Ｑ９．本病を発生させないためには、どうしたらよいのですか？  

Ａ． ウイルスが海外から侵入するルート（Ｑ３）、農場へ侵入するルート（Ｑ４）の両

者を遮断すれば、農場での発生を防止できます。 

   また、1) 国レベルで行う、海外における発生状況の把握と輸入検疫の強化、2) 県

レベルで行う、国内農場の定期的モニタリング調査と侵入防止に関する啓発指導、3) 

鶏飼養者レベルで行う、農場への出入り制限と消毒の徹底等、飼養衛生管理基準の遵

守によって、本病の発生は予防できます。  

 

Ｑ１０．鳥インフルエンザウイルスがヒトに感染することはありますか？  

Ａ． ヒトが高病原性鳥インフルエンザに感染するリスクは、鳥に比べ極めて小さいと考

えられています。それは、ヒトと鳥では種が異なり、いわゆる「種の壁」（種による

感受性の相違）があるためと考えられています。 

海外におけるヒトへの感染機会としては、病鶏の羽をむしる・解体するといった作

業に従事したとき、感染した闘鶏の世話をしたとき、特に症状を示さないが感染して

いるアヒルと遊んだときなどが報告されています。また、まれなケースとして、感染

したアヒルの生の血液を使用した料理を食べたとき、汚染された家きん肉を加熱調理

不十分な状態で食べたときなどが考えられると報告されています。 

 

Ｑ１１．農場で発生した場合には、農場関係者や防疫従事者の感染をどう防ぐのですか？ 

Ａ． 万が一のことを考えて、感染防止策を行う事を厚生労働省は勧めています。 

   農場関係者や防疫従事者がウイルスを吸い込んだり、飲み込んだりしないように、

防疫服を着用し、ゴム手袋をつけ、ゴーグルと医療用マスク等で防護して下さい。ま

た、作業終了後には石鹸で手を洗い、うがいをしてください。 

   作業に従事した者は、一定の期間は健康に注意して、発熱等のインフルエンザ様症

状がでたら、直ちに医師の診察を受けて下さい。感染初期であれば抗ウイルス薬が有

効です。抗ウイルス薬については、県が行う防疫作業後の健康検査において、必要に

応じて処方されることになっています。 

 

Ｑ１２．鶏肉や鶏卵を食べて感染することはありますか？  

Ａ． 食品としての鶏肉や鶏卵を食べることによって、ヒトが感染した例はありません。

また、本病が発生した場合には、発生農場周辺の移動制限区域の生産物は、原則とし

て移動が制限されますので、ウイルス汚染鶏卵や鶏肉が市場に出回ることはありませ

ん。なお、ウイルスは適切な加熱により完全に死滅します。 わが国の現状においては、

食品（鶏肉、鶏卵）を食べることにより、高病原性鳥インフルエンザがヒトに感染す

る可能性はないものと考えています。 



20 

 

資料５ ワクチンの使用について 

 

  「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防

疫指針」（平成 2７年９月９日農林水産大臣公表）抜粋 

 

第 13 ワクチン（法第 31 条） 

 １ 現行のワクチンは、本病の発症の抑制に効果があるものの、感染を完全に防御する

ことはできないため、無計画、無秩序なワクチンの使用は、本病の発生又は流行を見

逃すおそれを生ずることに加え、清浄性確認のための抗体検査の際に支障を来し、清

浄化を達成するまでに長期間かつ多大な経済的負担や混乱を招くおそれがある。また、

肉用鶏については、ワクチン接種した場合に、休薬期間に係る食品衛生法（昭和 22

年法律第 233 号）上の問題もある。 

このため、ワクチンの使用については、慎重に判断する必要があり、我が国におけ

る本病の防疫措置は、早期の発見と患畜又は疑似患畜の迅速なと殺を原則とし、平常

時の予防的なワクチンの接種は行わない。 

 

２ 農林水産省は、次の要素を考慮して、発生農場におけると殺及び周辺農場の移動制

限のみによっては、感染拡大の防止が困難と考えられる場合には、まん延防止のため

の緊急ワクチン接種の実施を決定する（なお、本病については、法上、予防的殺処分

は認められていない。）。 

① 埋却を含む防疫措置の進捗状況 

②  感染の広がり（疫学関連家きん飼養農場数） 

③ 環境要因（周辺家きん農場数、家きん飼養密度、山、河川等の有無等の地理的状

況） 

 

３ 農林水産省は、緊急ワクチン接種の実施を決定した場合には、直ちに、次の事項に

ついて定めた緊急防疫指針を策定し、公表する。 

① 実施時期 

②  実施地域 

③  対象家きん 

④  その他必要な事項（本病の発生の有無を監視するための非接種家きんの設置、移

動制限の対象等） 

 

４ 都道府県は、緊急防疫指針に基づき、速やかに緊急ワクチン接種を実施する。この

際、農林水産省は、必要十分なワクチン及び注射関連資材を当該都道府県に譲渡し、

又は貸し付ける。 
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（様式1－１）

本部長 ○○家畜保健衛生所長

副本部長 ○○家保　衛生課長　○○○○　　090-0000-0000　

役 所属 氏名 携帯

班長

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班員

班員

評価班 班長

班長

班員

班員

班員

班員

班員

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班員

班員

班員

班員

班員

鳥インフルエンザ現地防疫対策本部　各班名簿

現場責任者

事前調査班
４名

運搬班
８名

防疫総務班

班名

捕鳥班
７名

事前準備班
６名

発
生
地
グ
ル
ー

プ

連絡補助員

農場防疫補佐
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班長

班員

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班員

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班長

班員

班員

班員

班員

班員

班員
家きん舎清掃消毒班 班長

班長

班員

班長

班員

班長

班員

　　※ 班員は状況に応じて増減する。

疫学調査班

制限区域班

焼却又は埋却
班

７名

焼却又は埋却
準備班
４名

搬出班
７名

殺処分班
４名

検診班
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（様式1－２）

鳥インフルエンザ対策支援本部長 ○○地域振興局長

副本部長 ○○地域振興局農林（水産）部長 ○○○○

０９０－００００－００００

役 所属 氏名 携帯番号

班長

係長

係員

係長

係員

係長

係員

係長

係員

役 所属 氏名 携帯番号

班長

係長

係員

係長

係員

係長

係員

係長

係員

係長

係員

鳥インフルエンザ地域支援対策本部　各班名簿

 動員係

 業務委託係

防
疫
支
援
班

 現場事務所係

班・係名

 消毒ポイント係

 通行規制・消毒
 係

 支援センター係

 総括係

総
務
班

 総務係

班・係名

 資材係
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役 所属 氏名 携帯番号

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員※

係員※

係員

係員

係員

係員

業務支援係１名 係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

　※ 班長、係長は兼務することがある。係員は状況に応じて増減する。

 作業員支援係　2名

資材管理・作業員支援責任者

総括責任者

連絡補助員

班・係名

資
材
管
理
・
作
業
員
支
援

 資材運搬係　2名

 資材管理係
　　　4名

総合受付係
５名

健康観察責任者

 健康観察係　2名
（発生農場従事者）

 健康観察係
（防疫作業従事者）

　　　　７名

 連絡調整係 2名

健
康
観
察

 防疫服着衣補助係
2名：保健福祉環境

部
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役 所属 氏名 携帯番号

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

係員

班・係名

防疫服着脱補助係
7～15名

現
場
事
務
所

工程管理責任者

 資材管理
  ・作業支援係

 現場撮影係
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（様式２） 

○○地域鳥インフルエンザ対策会議設置の通知（文例） 

 

 平成○○年○月○日、○○町において、高病原性（低病原性）鳥インフルエンザが発生

したことから、県では、地域における防疫体制の強化とまん延防止を目的に、○○地域鳥

インフルエンザ対策会議（○○地域現地防疫対策本部、○○地域支援対策本部）を設置し

ました。 

つきましては、養鶏農家をはじめ畜産農家や関係者の方々は、次のことに注意していた

だくとともに、防疫活動にご協力いただきますようお願いします。 

 

１ 家きん（鶏、アヒル、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥等）において、

突然の死亡、呼吸器症状、顔面・肉冠若しくは脚部の浮腫又は出血やチアノーゼ、エサ

を食べず、飲水量も減るような症状が見られたら、直ちに鳥インフルエンザ現地防疫対

策本部（○○家畜保健衛生所）に通報して下さい。 

 

２ 発生地域周辺は、家畜伝染病予防法に基づき、家畜の移動等が制限されます。主な制

限内容と対象地域は次のとおりです。 

（１）移動制限区域（発生農場から半径３ｋｍ（低病原性は１ｋｍ）以内の区域） 

ア 生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体の移動禁止。 

  イ 家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く。）

等ウイルス伝播のおそれのある物品等の移動禁止。 

  ウ 食鳥処理場（食肉加工場を除く）、ＧＰセンター及びふ卵場の業務、品評会など

の家きんを集合させる催物を停止。 

（２）搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ（低病原性は５ｋｍ）以内の移動制限区

域に外接する区域） 

  ア 生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体の区域外への移動禁止。 

  イ 家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く。）

等ウイルス伝播のおそれのある物品等の区域外への移動禁止。 

  ウ 品評会など家きんを集合させる催物の開催を禁止。 

    ＊移動制限区域、搬出制限区域については、県のＨＰに掲載してありますので、 

     ご確認願います。 

 

３ 養鶏農場への不要なヒト、車の出入りは避け、農場の入出時には、靴、衣類、車の消

毒等飼養衛生管理基準を遵守して下さい。 
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なお、車両消毒ポイントの設置場所につきましては、県のＨＰに掲載してありますの

でご確認下さい。 

  

なお、ご不明な点があれば下記にお問い合わせ下さい。 

〇〇地域支援対策本部 

（○○地域振興局内） 

電話：○○―○〇〇〇 

 

〇〇地域現地防疫対策本部 

（〇〇家畜保健衛生所） 

電話：〇〇―○〇〇〇 

夜間連絡も上記で受け付けます。 
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（
様

式
３

－
１

；
国

留
意

事
項

参
考

様
式

）

都
道

府
県

名
　

　
熊

本
県

平
成

○
年

○
月

分

検
体

番
号

検
体

採
取

年
月

日
採

取
地

(市
、

郡
）

週
齢

性
別

用
途

家
き

ん
舎

構
造

飼
養

形
態

A
G

P
抗

体
検

査
H

A
ｳ
ｲ
ﾙ

ｽ
分

離
N

D
-
H

I
試

験
備

考

(記
入

例
)

　
A
-
0
0
1

血
清

 2
0
0
3
/
1
0
/
1
0

○
○

市
1
0

雌
採

卵
用

鶏
解

放
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ

＋

合
計

記
入

例

用
途

別
：
採

卵
用

鶏
、

採
卵

用
種

鶏
、

肉
用

鶏
、

肉
用

種
鶏

、
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
)

家
き

ん
舎

構
造

：
解

放
、

無
窓

、
そ

の
他

(具
体

的
に

記
入

)

飼
養

形
態

：
ケ

ー
ジ

、
平

飼
い

、
そ

の
他

(具
体

的
に

記
入

)

A
G

P
抗

体
検

査
：
＋

、
－

ウ
イ

ル
ス

分
離

：
＋

、
－

※
野

鳥
に

関
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
成

績
に

つ
い

て
は

、
用

途
欄

に
野

鳥
の

種
類

を
記

入
す

る
。

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

成
績
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（様式３－２；国留意事項様式１－１）

定点モニタリングにおける選定農場の概要

番号 農　場　名 飼養者名 農場住所 飼養鳥種 飼養羽数 鶏舎数 用　途 農場選定理由

（記載例） ○○市○○町 採卵用鶏 開放型の飼養をしている。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

（備考）

１　用途欄には、採卵用鶏、採卵用種鶏、肉用鶏、肉用鶏種鶏又はその他（具体的に記載すること）の別を記載すること。

都道府県名：
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（様式３－３；国留意事項様式１－２）

強化モニタリングにおける選定農場の概要

番号 農　場　名 飼養者名 農場住所 飼養鳥種 飼養羽数 家きん舎数 用　途

（記載例） ○○市○○町 採卵用鶏

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

（備考）

都道府県名：

１　用途欄には、採卵用鶏、採卵用種鶏、肉用鶏、肉用鶏種鶏又はその他（具体的に記載すること）の別を記載すること。

２　毎月20日までに報告すること。
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(様
式

４
－

１
；
国

留
意

事
項

様
式

２
）

熊
本

県
（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
月

分
）

１
　

定
点

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

戸
数

羽
数

（
１

）
検

査
実

施
戸

数
、

実
羽

数
（
当

月
分

)

　
①

ウ
イ

ル
ス

分
離

検
体

数
(当

月
分

)

(内
訳

)　
気

管

ク
ロ

ア
カ

　
②

抗
体

検
査

検
体

数
(当

月
分

)

（
２

）
検

査
延

べ
数

(1
0
月

以
降

累
計

)

（
３

）
検

査
実

戸
数

(1
0
月

以
降

)

２
　

強
化

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
１

）
抗

体
検

査
数

(当
月

分
)

(内
訳

)　
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

（
２

）
検

査
延

べ
数

(1
0
月

以
降

累
計

)

(内
訳

)　
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

(留
意

点
)

※
1
　

検
査

実
戸

数
と

は
、

毎
年

1
0
月

分
以

降
、

当
月

分
ま

で
に

検
査

を
行

っ
た

重
複

し
な

い
戸

数
を

い
う

。

※
2
　

強
化

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

内
訳

は
、

農
業

の
飼

養
規

模
に

応
じ

て
Ⅰ

～
Ⅲ

に
分

類
す

る
。

Ⅰ
：
1
0
0
羽

以
上

～
1
,0

0
0
羽

未
満

Ⅱ
：
1
,0

0
0
羽

以
上

～
1
0
,0

0
0
羽

未
満

Ⅲ
：
1
0
,0

0
0
羽

以
上

※
3
　

毎
月

の
検

査
実

施
分

を
、

翌
月

2
0
日

ま
で

に
報

告
す

る
。

う
ず

ら
あ

ひ
る

肉
用

鶏
採

卵
鶏

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
係

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

家
き

ん
の

種
類

計
七

面
鳥

ほ
ろ

ほ
ろ

鳥
だ

ち
ょ

う
き

じ
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(様式４－２）

都道府県名：熊本県

計 陽性 陰性 計 陽性 陰性 計 陽性 陰性

＊ 各月の上段には家きん飼養農場、下段には野鳥のモニタリング調査の結果を記載する。

＊ 野鳥のモニタリング調査の結果の備考欄には、野鳥の種類、採取地等を記載する。

5

6

7

8

合
計

9

10

11

12

1

2

3

4

平成　　　年高病原性鳥インフルエンザモニタリング実施報告

月
採材
羽数

備考

血清抗体
検査結果

ウイルス分離
検査結果(気管)

ウイルス分離
検査結果(クロアカ)
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（様式６；国留意事項様式３） 

異常家きん等の届出を受けた際の報告 

熊本県○○家畜保健衛生所 

 

１  届出受理年月日時間：  年  月  日  時  分 

 

２  届出者  

  氏   名：                     （職  業：      ） 

  住   所：              （電話番号：      ） 

 

３ 異常家きん等の所在場所 

  住   所：              （電話番号：      ） 

農 場 名： 

  所有者氏名： 

従業員数： 

 

４ 当該施設に関する情報 

飼養家きんの用途： 

肉用鶏 ／ 採卵鶏 ／ 種鶏（肉用・採卵用） ／ その他（     ） 

飼養形態： 

ケージ飼い ／ 平飼い ／ その他（      ） 

飼養総羽数： 

（      ）羽 

家きん舎数及びその構造： 

総数：（    ）舎 

（うちウインドレス（   ）舎、開放（   ）舎、その他（   ）舎） 

 

５ 届出事項 

異状確認の日時、確認者： 

異常家きんを確認した家きん舎（飼養羽数とその構造（複数舎ある場合は以下の項目

をそれぞれ記入））： 

異常家きんの羽数、週齢： 

主な症状（稟告）： 

異常家きんの家きん舎内の分布状況： 

既に実施済の検査の有無： 有 ／ 無 

（「有」の場合その結果（実施者、検査キット名、検体数、陽性数等）：      

                                     ） 

過去 21 日間の平均死亡羽数と直近３日間程度の死亡羽数の推移（農場全体、家きん

舎別）： 
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６ 既に講じた措置： 

 

７ その他関連事項（疫学情報など）： 

 

８ 届出者への指示事項： 

 

９ 届出受理者氏名： 

 

10 処置 

（１）通報（時刻） 

    所長：        都道府県畜産主務課： 

（２）現地調査 

    氏名：        出 発 時 刻： 
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（様式７；国留意事項様式４－１） 
 

異常家きんの症状等に関する報告 
 

都道府県：           
家畜保健衛生所：           

担当：           
１ 現地調査（立入検査） 
   平成  年  月  日  時 

 
※ 以下の２，３については、様式３で報告した内容から変更がある場合のみ記載 
２ 異常家きん等の通報 

届出日時： 
届出者氏名：   届出者住所： 
届出内容： 

３ 農場詳細 
名称：    住所： 
所有者：    従業員数： 
飼養羽数： 
 用途：採卵用鶏、採卵用種鶏、肉用鶏、肉用種鶏、その他（     ） 
 羽数：     羽 
家きん舎数： 
 構造：開放、ウインドレス、その他（     ） 
 飼育形態：ケージ飼い、平飼い、その他（     ） 

（※飼養羽数は用途ごと、家きん舎ごとに報告する。） 

４ 病歴、病状、病変の概要（家畜防疫員は立入検査後に報告） 

病歴 
 

 

症状 
 

 

病変の概要※ 

 

 

 

※：通報から到着までの死亡数の増加の有無、剖検所見、異常家きんの家きん舎内の分布等を含む 

５ 検査所見（家畜防疫員により確認されたもの） 

（１）異常家きん 

異常家きん 種類： 週齢： 羽数      （うち死亡羽数：  羽） 

備考（管理失

宜、誘導換羽

の有無等） 

   

（２）死亡羽数の推移 

日          

家きん舎番号          

農場全体          

（３）鳥インフルエンザ簡易検査の結果（検査材料） 
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（様式８；国留意事項様式４－２） 

 

異常家きん飼養農場に関する疫学情報等の報告 

 

都道府県：        

家畜保健衛生所：           

担当：           

 

１ 疫学情報（判明次第追記すること。） 

（１）飼養者が過去７日間に直接の飼養管理を行った他農場 

他農場１ 他農場２ 状況※ 

名称 

所在地 

 

名称 

所在地 

 

 

  ※ 飼養者が過去 7 日間に直接の飼養管理を行った状況を記載 

（２）家きんの導入（過去 21 日間） 

導入先 運搬業者 入荷状況※ 

名称 

所在地 

TEL 

名称 

所在地 

TEL 

 

  ※ 取引先ごとに初発日の 21 日前から報告日までの状況を記載 

（２）-2 家きんの搬出（過去 21 日間） 

出荷先 運搬業者 出荷状況※ 

名称 

所在地 

TEL 

名称 

所在地 

TEL 

 

  ※ 出荷先ごとに初発日の 21 日前から報告日までの状況を記載 

（３）ヒト・車両の出入り及び巡回範囲（過去 21 日間） 

ヒト・車両 巡回先 巡回状況※ 

名称 

所在地 

TEL 

名称 

所在地 

TEL 

 

  ※ ヒト・車両（飼料運搬含む）ごとに初発日の 21 日前から報告日までの状況を記載 

（４）家きん糞・堆肥の処理・搬出 

搬出先 運搬方法 搬出状況※ 

名称 

所在地 

TEL 

名称等（委託の場合は連絡先） 

 

 

※ 搬出先ごとに初発日の 21 日前から報告日までの状況を記載 
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（５）死亡家きんの処理・搬出 

搬出先 運搬方法 搬出状況※ 

名称 

所在地 

 

名称等（委託の場合は連絡先） 

 

 

※ 搬出先ごとに初発日の２１日前から報告日までの状況を記載 

（６）種卵の搬出先（過去 21 日間） 

搬出先 運搬方法 搬出状況※ 

名称 

所在地 

TEL 

名称等（委託の場合は連絡先） 

 

 

※ 搬出先ごとに初発日の２１日前から報告日までの状況を記載 

（７）その他 

 

 

２ 農場への指示事項 

 

３ 検査材料の採取（検体数） 

気管スワブ、クロアカスワブ、血液、その他（    ） 

 

４ その他参考となる情報 

（１）ＮＤワクチン接種歴、ＮＤワクチンの種類 

（２）焼却場所、埋却地の確保状況 

（３）周辺農場戸数、羽数（３ｋｍ、１０ｋｍ） 

 

５ 今後の検査スケジュール 

遺伝子検査（コンベンショナル及びリアルタイム PCR 検査）結果判明予定日時： 

血清抗体検査結果判明予定日時： 

ウイルス分離検査結果判明予定日時： 

 

６ 備考 
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（様式９） 

第      号  

平成  年  月  日  

 

 各防疫対策連携県畜産主務課長 様 

 

 

熊本県農林水産部生産経営局畜産課長     

 

高病原性鳥インフルエンザを疑う事例について 

このことについて、九州、沖縄、山口９県による家畜防疫対策連携に関する申し合わせ

に基づき、下記のとおり情報提供します。 

記 

１ 農場の住所  農場：熊本県○○郡○○町 

            緯度 32.232323 経度 135.98765 

２ 発生状況の概要 

（１）飼養状況 

    ①畜種：鶏 

②用途：〇用鶏 

（２）飼養頭羽数 

      農場：○○，○○○羽 

（３）発生頭羽数 

      農場：○○羽（○○日齢） 

３ 主な臨床症状等 

       死亡羽数の増加、外貌に著変なし 

    簡易キット検査結果 

     死亡鶏 気管スワブ    ○／５陽性 

         クロアカスワブ  ○／５陽性 

     生鶏  気管スワブ    ○／５陽性 

         クロアカスワブ  ○／５陽性 
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（様式１０） 

 

移動制限の告示（案） 

 

熊本県告示  号 

 家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第３２条第１項ならびに熊本県家畜伝

染病予防規則（昭和２６年７月１２日規則第２１号）第２条の規定により、高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生及びまん延を防止するため、家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、だ

ちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥をいう。以下同じ）及び病原体をひろげるおそれのある物

品の移動を禁止し、又は制限する。 

 

   平成○○年○月○日 

 

                         熊本県知事 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 禁止又は制限の内容 

  家きん及び高病原性鳥インフルエンザの病原体をひろげるおそれのある物品の移動を

禁止し、又は制限する。 

 

２ 禁止又は制限の期間 

 平成○○年○月○日から当分の間 

 

３ 禁止又は制限の対象となる区域 

 （１）移動を禁止する区域 

  ○○市○○、△△市△△、□□市□□（▽▽、◇◇、☆☆） 

   ××郡○○町、××郡△△町（▽▽、◇◇、☆☆）、・・・・・・・・ 

（２）区域外への移出を制限する区域 

 

４ 禁止又は制限の対象となる家畜、その死体又は物品の種類 

生きた家きん、死亡した家きん及び家きん卵、家きんの飼養管理に必要な器材又は飼

料、排泄物等の高病原性鳥インフルエンザの病原体をひろげるおそれのある物品 

 

５ その他 

  詳細については、家畜保健衛生所長の指示に従うこと。 
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（様式１１） 

第      号  

平成 年 月 日  

各市町村長 様 

各農協長 様 

 

熊本県鳥インフルエンザ防疫対策本部    

 

   高病原性（低病原性）鳥インフルエンザの発生について（通知） 

 ○月○日○市○町において高病原性（低病原性）鳥インフルエンザが発生しました。こ

の病気は、家きんの伝染病のなかで最も恐れられており、養鶏業界及び社会に与える影響

は甚大です。また、極めて伝播力が強く、今後まん延のおそれがありますので、家きんを

飼養しておられる方に対し、下記に示す病状や家畜伝染病予防法に基づく移動規制等の防

疫措置について周知を図られるとともに、本病の防疫に御協力をお願いします。 

 

１ 発生状況 

病 名 発生月日 畜種 飼養羽数 
       所  有  者 

    住  所  氏 名 

高病原性鳥 

インフルエンザ 

 ○月○日     

 

 

 

 

 

○市○町○ 

 

 

 

 

 

 

２ 高病原性（低病原性）鳥インフルエンザの主な症状 

（1）突然の死亡率の増加 

（2）呼吸器症状 

（3）顔面、肉冠、脚部の浮腫又は出血斑若しくはチアノ－ゼ 

（4）産卵率低下又は産卵停止 

（低病原性の場合、外見では発見しにくいとされています。高病原性への変異等の可能性

があるため、高病原性鳥インフルエンザと同様の防疫措置を行います。） 

 

３  防疫措置 

（1）防疫機構 

  ア 熊本県鳥インフルエンザ防疫対策本部 

    熊本市水前寺６丁目１８番１号 

熊本県農林水産部農林水産政策課内 電話 096-383-1111 

 イ ○○地域現地防疫対策本部   

        ○市○町○   ○○家畜保健衛生所  電話 ○○－○○○○ 

    ○○地域支援対策本部 

     ○市○町○   ○○地域振興局     電話 ○○－○○○○ 

（2）制限区域の設定 

 ア 移動制限区域（発生農場から半径３ｋｍ（１ｋｍ）以内の区域） 

  （ア）生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除

く。）、家きんの死体の移動を禁止する。 
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  （イ）家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く。）

等ウイルス伝播のおそれのある物品等の移動を禁止する。 

  （ウ）食鳥処理場（食肉加工場を除く）、ＧＰセンター及びふ卵場の業務、品評会な

どの家きんを集合させる催物を停止する。 

  イ 搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ（５ｋｍ）以内の移動制限区域に外接

する区域） 

  （ア）生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除

く。）、家きんの死体の区域外への移動を禁止する。 

  （イ）家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く）

等ウイルス伝播のおそれのある物品等の区域外への移動を禁止する。 

  （ウ）品評会など家きんを集合させる催物の開催を禁止する。 

 

（３）消毒ポイントの設置 

   発生農場周辺の感染拡大を防止すること並びに移動制限区域の外側及び搬出制限区

域の外側への感染拡大を防止することに重点を置き、車両消毒ポイントを設置する。

畜産関係車両や防疫関係車両のみならず、必要に応じて一般車両も実施する。 

 

（４）移動制限区域内の家きんの所有者が行うこと 

  ア 家きん舎等への関係者以外の者の出入りを自粛すること。 

  イ 農場関係者等の入出場時の消毒を徹底すること。 

  ウ 家きん舎の出入口、家きん舎周辺及び家きん衛生管理区域外縁部については、消

石灰等を用いて消毒すること。 

  エ 家きん舎内については、鳥インフルエンザウイルスに効果のある消毒薬を用いて

消毒すること。 

  オ 毎日の家きんの健康観察を徹底し、１日の家きんの死亡率が通常の２倍以上とな

っている場合又は５羽以上の家きんがまとまって死亡している場合（ただし、設備

の故障、気温の急激な変化、災害等高病原性鳥インフルエンザ以外の事情であるこ

とが明らかな場合を除く。）、家きんに高病原性鳥インフルエンザの症状を確認し

た場合など異状を確認した時は、直ちにその旨を報告すること。 
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（様式１２） 

 

家畜集合施設の開催等の制限の告示（案） 

 

熊本県告示 号 

 家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第３３条の規定により、家畜集合施設

の開催等を次のように制限する。 

  平成○○年○月○日 

 

                          熊本県知事 ○○○○ 

 

１ 目 的 

 高病原性鳥インフルエンザのまん延を防止するため 

 

２ 移動制限区域（発生農場から半径３ｋｍ以内の区域）内における食鳥処理場（食肉加

工場を除く。）、ＧＰセンター及びふ卵場の業務、品評会等の家きんを集合させる催物

を停止する。 

  ○○市、△△市、□□市 

  ××郡 ○○町、・・・・・・・・ 

  △△郡 □□町、・・・・・・・ 

 

３ 搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ以内の移動制限区域に外接する区域）内に

おける品評会等の家きんを集合させる催物の開催を禁止する。 

  ○○市、△△市、□□市 

  ××郡 ○○町、・・・・・・・                                  

  △△郡 □□町、・・・・・・・ 

 

４ 期 間 

 平成○○年○月○日より当分の間 
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（様式１３） 

制限区域設定の通知 

（文例） 

                            

 家畜伝染病予防法（第３２条）の規定により、平成 年 月 日から当分の間、次のと

おり移動を制限します。 

 

１ 移動制限区域（発生地から半径３ｋｍ以内の区域） 

（１）生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体の移動を禁止します。 

（２）家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く。）

等ウイルス伝播のおそれのある物品の移動を禁止します。 

（３）食鳥処理場（食肉加工場を除く）、ＧＰセンター及びふ卵場の業務、品評会などの

家きんを集合させる催物を停止します。 

 

２ 搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ以内の移動制限区域に外接する区域） 

（１）生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体の区域外への移動を禁止します。 

（２）家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動は除く。）

等ウイルス伝播のおそれのある物品の区域外への移動を禁止します。 

（３）品評会など家きんを集合させる催物の開催を禁止します。 
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（様式１４） 

 

移動制限のお知らせ（案） 

    

 家畜伝染病予防法（第３２条）の規定により、平成 年 月 日から当分の間、次のと

おり移動を制限する。 

 

１ 移動制限区域（発生地から半径３ｋｍ以内の区域） 

  ○○市、××町、・・・・ 

生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体、家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動

は除く。）等ウイルス伝播のおそれのある物品の移動禁止。 

 

２ 搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ以内の移動制限区域に外接する区域） 

  □□市、△△町、・・・・ 

生きた家きん、家きん卵（ただし、ＧＰセンター等で既に処理されたものを除く。）、

家きんの死体、家きんの排泄物等、敷料、飼料、家きん飼養器具（農場以外からの移動

は除く。）等ウイルス伝播のおそれのある物品の区域外への移動禁止。 

 

 

 

                             ○○家畜保健衛生所長      

                             鳥インフルエンザ現地防疫対策本部長 

  



47 

 

（様式１５） 

高病原性鳥インフルエンザ防疫のための家きん飼養者及び住民への放送用原稿（文例） 

 

第     号 

平成 年 月 日 

各市町村長 様 

○○家畜保健衛生所長   

鳥インフルエンザ現地防疫対策本部長   

 

     高病原性鳥インフルエンザ防疫のための家きん等鳥類飼養者への広報 

について（依頼） 

 このことについて、高病原性鳥インフルエンザ防疫のための放送用原稿を送付しますの

で、家きん飼養者等への広報をよろしくお願いします。 

 

高病原性鳥インフルエンザについて 

 ○月○日、○市、○町において家畜伝染病である高病原性鳥インフルエンザが発生しま

した。 

 この病気は、鳥インフルエンザウイルス感染による家きん（鶏、あひる、うすら、きじ、

だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥）を含む鳥類の疾病で、鶏、七面鳥などに高い死亡率を示

す病気です。 

 この病気に感染した家きんは、家畜伝染病予防法により殺処分されます。 

 この防疫措置も、法律にもとづいて行うことになっていますので、家きんを飼っている

皆様は、次のことを十分守って高病原性鳥インフルエンザを防ぐために協力をお願いしま

す。 

 

１ ○日○時○分まで、○町○地区の通行を制限しますので、御協力をお願いします。 

２ 発生地から３km 以内の○市、○町・・・は、移動制限区域として家きん及びウイル

スをひろげるおそれのある全ての物品の移動が制限されました。 

３ 発生地から 10km 以内の搬出制限区域（移動制限区域以外で、発生時、移動制限を設

定した区域）の○市、○町・・・では、生きた家きん等については、区域内での移動及

び区域外から区域内への移動はできますが、区域外への移動はできません。 

  詳細につきましては、鳥インフルエンザ対策支援本部（○○地域振興局）にお問い合

わせください。 

  電話番号は○○－○○○○です。 
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（様式１６） 

広報原稿 

（文例） 

（発生市町村） 

 町内の皆さん、こんにちは、○○地域鳥インフルエンザ支援対策本部の広報車です。 

○月○日、○市○の○○において高病原性鳥インフルエンザが発生しました。 

 

 この病気は、鳥インフルエンザウイルス感染による家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、

だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥）を含む鳥類の疾病で、鶏、七面鳥などに高い死亡率を示

す病気です。 

 症状は、死亡率の増加の他、とさかの出血、顔の腫れ、足の出血などが見られることが

あります。 

 鶏卵や鶏肉を食べることによりヒトに感染することは世界的にも報告はありません。 

 家きんを飼われている方は、家きんの観察を十分に行い、鶏舎への部外者の出入りを避

け、鶏舎の消毒を行い、家きんの移動はしないでください。 

 異状がみられたら、速やかに○○家畜保健衛生所、役場、獣医師に連絡してください。 

 ＜電話番号＞  ○○家畜保健衛生所 ○○－○○○○ 

         ○○町役場     ○○－○○○○です。 

 

（移動制限区域）下線部を次のように変更する。 

 家きんを飼われている方は、家きんの観察を十分に行い、鶏舎への部外者の出入りを避

け、鶏舎の消毒を行ってください。 

 なお、町内（区域内）では、生きた家きん、家きん卵、家きんの死体、家きんの排泄物

等、敷料、飼料、家きん飼養器具等の移動が禁止されました。 

 

（搬出制限区域）下線部を次のように変更する。 

 家きんを飼われている方は、家きんの観察を十分に行い、鶏舎への部外者の出入りを避

け、鶏舎の消毒を行ってください。 

 なお、生きた家きん等病原体をひろげるおそれのある物品については、町内（区域内）

での移動及び町外（区域外）から町内（区域内）への移動はできますが、町外（区域外）

への搬出は禁止されました。
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（文例） 

 

高病原性鳥インフルエンザとは・・・・・こんな病気（チラシ又は広報車） 

 

１ 病原体は、鳥インフルエンザウイルスで、鶏、あひる、うすら、きじ、だちょう、ほ

ろ ほろ鳥、七面鳥等多くの鳥類がかかる病気です。 

２ 症状は、死亡率の増加の他、とさかの出血、顔の腫れ、足の出血などが見られること

があります。 

３  鳥から鳥へ直接感染するだけでなく、水、排せつ物でも感染します。 

４ 鶏卵や鶏肉を食べることによりヒトに感染することは世界的にも報告はありません。 

 

                鳥インフルエンザ支援対策本部 

               （○○地域振興局内） 

                 電話 ○○○－○○○○ 

                鳥インフルエンザ現地防疫対策本部 

               （○○家畜保健衛生所内） 

                 電話 ○○○－○○○○ 

 

 

（文例） 

家きん飼養者の方々は、高病原性鳥インフルエンザウイルスの侵入を防ぐために、これ

だけは守りましょう（チラシ又は広報車） 

 

１ 発生農場周辺に設けられた通行制限区域には、絶対に立ち入らないこと。 

２ 発生農場周辺には消毒ポイントが設けられているので、車両タイヤの消毒を行うこと。 

３ 農場入り口に看板等を設置し、必要の無い者を農場に立ち入らせないこと。 

４ 農場専用の衣服及び長靴並びに家きん舎ごとの長靴を設置し、出入りする者に着用さ

せること。 

５ 農場及び家きん舎等に、ねずみや野鳥等の野生動物が侵入しないよう必要な措置を講

じること。 

６ 異常家きんを見つけたら、速やかに、○○家畜保健衛生所（電話○○－○○○○）に

届け出ること。 
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（様式１７） 

 

消毒命令 

 

 家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第９条の規定により、次のとおり家き

ん（鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥をいう。以下同じ。）

の所有者に対し、消毒の実施を命ずるので、家畜伝染病予防法施行規則（昭和２６年農林

省令第３５号）第１５条の規定により告示する。 

 

１ 実施の目的 

熊本県内における高病原性鳥インフルエンザの発生及びまん延を防止するため。 

２ 実施する区域 

次に掲げる区域内の全ての家きんの飼養施設 

（１）移動制限区域（発生農場から半径３ｋｍ以内の区域） 

（２）搬出制限区域（発生農場から半径１０ｋｍ以内の移動制限区域に外接する区域） 

３ 実施の期日 

平成○○年○月○○日から平成○○年○月○○日まで 

４ 消毒方法 

逆性石けん等消毒薬又は消石灰を家きんの飼養施設内（鶏舎及び付帯施設並びにこれ

らの施設の外縁部）に散布する。 
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（様式１８）

調査日： 年 月 日
報告者：
連絡先：

② ③ ④
農家氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第 農場）
農家住所：
連 絡 先 ： 携帯Ｎｏ

羽 羽
羽
羽
羽 羽

棟 規模：
棟 規模：
棟 規模：

羽 羽
段 段
ｍ
本 ㌧

約 ㌧

ｍ３

約 ｍ３

ｋｇ

②従業員　　　　　　人（　　　　　　　　　　）

TEL/FAX

調 査 者 ： ①

中雛（50～100日）
大雛（100～150日）

成鶏（150日以上） 合計
３　鶏舎等

１　飼養形態

２　飼養羽数 幼雛（0～50日） その他
コマーシャル（ 採卵鶏 ・ 肉用鶏 ） ｏ ｒ 種鶏（ 採卵鶏 ・ 肉用鶏 ）

②飼養形態 平飼　　・　　ケージ飼　　・　　高床　　・　　ウインドレス
③最小単位 １区画： １ゲージ当：

①規模 鶏　舎　 　　棟数： 　　　　　ｍ×　　　ｍ
倉　庫　 　　棟数： 　　　　　ｍ×　　　ｍ
堆肥舎　　　棟数： 　　　　　ｍ×　　　ｍ

④ケージ 段　数： 高　　　さ：
通路幅：

⑤飼料タンク 本　数： 飼料残量： 約
⑥鶏卵状況 残　量： 集卵状況： 済　　ｏｒ　　未

⑦鶏糞状況 堆積法： 有　　・　　無 鶏　　　舎： 約

４　家族・従業員等
①家族労働者 人（　　　　　　　　　）

　　【確認事項】目隠し設置場所、消毒用動力噴霧設置場所、搬出箇所なども記載

堆肥舎：

⑧死亡鶏 集　積： 済　　ｏｒ　　未 重　　　量： 約

５　農場情報等
（１）　鶏舎周辺状況図（Ａ）（周辺道路・埋却地・現場事務所・通行規制などを明記）

鳥インフルエンザ防疫作業事前調査票
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a 鶏舎

ｂ１ 班

ｂ２ 鶏舎

ｃ 班

ｄ 鶏舎

台
台

台
セット 台

台

台

ｂの班体制

　　【確認事項】給餌器、ファン等の操作盤の場所とスイッチレイアウト・操作方法

自衛隊が担当する鶏舎数

□防疫情報の人員を増減 必要なし　　・　　必要　（　　増　　・　　減　　）

増減の理由

７　防疫措置に必要な重機関係 ※必ず農場所有重機を確認すること。

□スキッドステアローダー （大：　　　 台、中： 　　　台、小： 　　　台）（うち農家所有 　　　台）

（２）　鶏舎内の見取り図（Ｂ） 作業の動線（捕鳥、殺処分、搬出など）、水栓、電源の位置
鶏舎内の高さ、鶏舎出入り口の大きさ

６　防疫措置に必要な班数及び人員（1クール目：0-8時間）

農場の鶏舎数

1鶏舎を担当する班数
どちらかを記入

1班が担当する鶏舎数

（大：　　　 台、中： 　　　台、小： 　　　台）（うち農家所有 　　　台）

□フォークリフト(鶏糞搬出用) （うち農家所有　　　　　　台）
□フォークリフト(資材用) （うち農家所有　　　　　　台）
□ダンプカー 特装　４ｔ：　　　　台、２ｔ：　　　　台（うち農家所有　　　　　台）

□ホイルローダー

□消石灰　　　　　　　　　　袋／20ｋｇ
□投光器

□パコマ　　　個／18Ｌ

平型　４ｔ：　　　　台、２ｔ：　　　　台（うち農家所有　　　　　台）
□その他の車両（　　　　　　　　　）
□動力噴霧機・タンク： □汲み上げホース付き
□軽トラ・動噴セット： □タンク　　　　台（うち農家所有　　　　 台）
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本 枚
個 枚
個 枚
個 枚
台 枚
箱 巻
個 枚

ｍ2 （ｾﾞﾝﾘﾝ　　　P） ｍ
ｍ

代替案（　焼却　、　発酵　、　その他　）

□
□
□
□
□
□

台

枚 □木杭 本
本 □ロープ 本
袋 20ｋｇ／袋 袋

□バックホー　（　　　　ｍ２） （うち農家所有　　　　　　台）

□スノーホーン □フレコンバック（飼料）
□ガス交換用スパナ □フレコンバック（堆肥）

８　殺処分資材（必要数）
□炭酸ガスボンベ □フレコンバック（死鳥）

普段、人及び家畜が接近しない
水源への影響がない
最低4ｍ程度の掘削が可能であること
埋却後3年以上の掘削、洪水、崩落の可能性が無いこと
機械（特に重機）、資材の搬入が容易であること

ア　重機関係（必要数） ※必ず農場所有重機を確認すること。

目隠しシート　（　要　・　不要　） 通行止め　（　要　・　不要　）
三角コーン　　（　要　・　不要　） 消毒薬埋却経路散水（　要　・　不要　）

（２）　評価

９　埋却及び焼却
農場からの距離：

（１）　特記事項

□ハンマー（かけや）
□消石灰　500ｋｇ／袋

□ゴミ袋（枚）300枚／箱 □ロープ
□結束バンド □ブルーシート（農場内）

□90Ｌポリバケツ（ペール） □コンパネ
□台車 □農業用ビニール

□埋却用ブルーシート（20ｍ×20ｍ）

埋却地有：

埋却地無：
（１）　埋却処理

□その他

イ　埋却資材関係（必要数）

取付道路幅：

選定条件： 発生農場の敷地内又は隣接地等とし、以下の条件を満たすこと
人家、飲料水（井戸水）、河川及び道路に接近しない

□評価台帳　　　　　　　□座版　　　　　　　□ボールペン　　　　　　　□カメラ

（３）　清掃・消毒
□竹ほうき　　　　　　本　　　　□角スコップ　　　　　　　本　　　　□一輪車　　　　　　台
□ヘラ　　　　　　　　　本　　　　□投光器（ﾎﾞﾝﾎﾞﾘ）　　　台
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ｍ

ｍ

台

台

kg □物見台 台
給油車による □鉄板 枚

台 □鉄箱 個
個 □天蓋 枚

ｍ3

①殺処分
■
■
■

■
■
■
■
■

■ ■

＜参考＞　

炭酸ガスボンベ 700羽／本
スノーホーン   4個／10,000羽、　20個／100,000羽
９０Ｌポリバケツ（ペール） 10個／10,000羽、100個／100,000羽

（２）　焼却処理

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（設置場所：　　　　　　　　　　　　　　　）

ア　焼却処理方法

口　焼却施設

口　移動式焼却炉

イ　重機関係（必要数） ※必ず農場所有重機を確認すること。

□ラフタークレーン
□バックホー　（　　　　ｍ２） （うち農家所有　　　　　　台）

重機・ダンプ足場用鉄板 （雨天時の足場確保）
予備燃料 （ガソリン・軽油・灯油）

③清掃・消毒

消石灰　鶏舎内外　20ｍ２／袋 動力噴霧器　　20Ｌ／１坪（3.3ｍ２）

②埋　却（注意する機材）
スキッドステアローダー （ブロイラー堆積床の場合は複数台）
ダンプ （埋却地への堆肥等運搬用）
コンパネ （ブロイラー堆積床での台車通路、雨天時の足場確保のため）

□ガストーチ

□砂

農場からの距離：

取付道路幅：

□その他

ウ　資材関係（必要数）

□軽油
□プロパンガス

□副資材
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（様式１９）

搬出資材一覧表

搬出日時： 　　　　　月　　　　日 　　　時

トラックNO （　　　　　　　　　　　　　　） 担当者： （　　　　　　　　　　　）

整理番号 資材名 単位 数量 最終仕向先 備考

場　　所 氏　　名 班　　名

支援センター

現場事務所

消毒ポイント

確認者

確認日時

　　月　　　日　　　　　　時

　　月　　　日　　　　　　時

　　月　　　日　　　　　　時
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（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　場所

 　平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　場所

 　平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　場所

 　平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　場所

 　平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。

（様式２０）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を表示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 場所

 平成 　年 　月　 日

熊　本　県

発生の表示

高病原性鳥インフルエンザ

家畜伝染病

発生のため、御協力を

お願いします。
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（様式２１）

黒色と黄色のテープを発生地の入口に張り、下記の紙を掲示する。

黄 黒 Ａ４版の耐水性用紙を使用する。
↓ ↓

 　TEL

平成　　年　　月　　日

熊　本　県

立入禁止の掲示

 高病原性鳥インフルエンザ

防疫対策本部

家畜伝染病

高病原性鳥インフルエンザ

　発生のため、関係者以外の立入
　を禁止します。

　用件のある方は、防疫対策本部
　までお問い合わせ下さい。
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（様式２２） 

 

発生農家等の防疫措置状況 

 

発生№    

１ 飼養者の住所氏名： 

                                              （電話番号      ） 

２ 鶏舎の所在場所： 

３ 届出者、届出月日： 

４ 現地立入実施者： 

５ 病性鑑定材料送付：送付材料        送付月日 

６ 病性鑑定成績： 

７ 病性決定月日： 

８ 推定発生原因： 

９ 診断書作成者： 

10 現地防疫措置担当者氏名： 

11 殺処分の指示月日 

12 殺処分、汚染物品処理 

 （1） 殺処分、焼埋却： 

畜種･用途 飼育羽数 と殺羽数  病変羽数 処理方法 処理月日 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （2） 汚染物品焼埋却： 

  物 品 名   数 量  処理方法  処理月日    備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3）  評価人氏名： 

 （4） 評価額：家きん    円   物品    円        

13 消毒完了日： 

14 再消毒指示月日： 

15 手当金等申請： 

  申請月日：  月  日 

  ・殺処分疑似患畜：     円  ・汚染物品：      円 

  ・焼却、埋却費：       円    

16  その他特記事項： 
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（様式２３）

担当者： ○○　○○

死亡 殺処分 死亡 殺処分

羽数

平成　　年　　月　　日

死亡・殺処分記録簿

鶏舎No 鶏群No
処理

担当者
記録者

処分袋数
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  （
様
式
２
５
） 動

物
の

殺
命

令
月

日
性

別
動

物
の

手
当

金
死
体
の
利
用

差
　

引

評
価

月
日

及
び

種
類

等
殺

(
死

亡
)
月

日
日

齢
評

価
額

基
準

額
評

 
価

 
額

手
当

額
氏

名

（
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
）

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
雄

雌

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
○

○
日

齢

動
物
の
評
価
額

円
平

均
額

　
死

体
の

利
用

評
価

額
円

差
引

手
当

額
円

（
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
）

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
雄

雌

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
○

○
日

齢

動
物
の
評
価
額

円
平

均
額

　
死

体
の

利
用

評
価

額
円

差
引

手
当

額
円

円
円

（
注

）
　

1 2 3
　

動
物

の
評

価
額

及
び

死
体

の
利

用
評

価
額

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ら
の

算
定

根
拠

を
記

載
し

た
資

料
を

添
付

す
る

こ
と

。

計

　
番

号
は

、
動

物
の

種
類

別
及

び
家

畜
伝

染
病

別
に

毎
年

4
月

1
日

か
ら

翌
年

3
月

3
1
日

ま
で

の
一

連
番

号
に

よ
っ

て
動

物
各

個
に

付
し

、
末

尾
番

号
の

次
に

小
計

欄
を

設
け

る
こ

と
。

　
動

物
の

評
価

額
が

一
般

市
場

価
格

に
比

し
て

特
に

高
額

で
あ

る
と

き
又

は
死

体
の

利
用

評
価

額
が

一
般

市
場

の
死

体
評

価
額

に
比

し
て

特
に

低
額

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
理

由
を

付
記

す
る

こ
と

。

○
○

○
○

小
  
 
計

10
8,
76
1羽

円
円

円
円

（
法
第
58
条
第
2項

第
2
号
)

1
鶏

（
疑
似
患
畜
）

○
○

○
用

○
○

.
○

K
g

円
円

円
円

熊
本

県
○

○
○

-
○

○
○

○
○

小
  
 
計

羽
円

円
0
円

円

（
法
第
58
条
第
1項

第
3
号
)

1
鶏

（
疑
似
患
畜
）

○
○

○
用

○
○

.
○

K
g

円
円

円
円

熊
本

県
○

○
○

-
○

熊
本
県
知
事
　
○
○
○
○

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
58
条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
意
見
を
具
申
す
る
。

記

番
号

品
種

用
役

体
重

所
　

　
 
有

　
　

 
者

住
所

様
式
第
9号

（
第
6条

関
係
）

動
物
評
価
意
見
具
申
書

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　

　
農
林
水
産
大
臣
　
様

印



63 

 

 

  

（様式２６）

農場名：
評価人氏名： 平成　　年　　月　　日

№
鶏舎
番号

鶏種 導入日 月齢
導入羽

数
体重

写真
撮影

(ﾁｪｯｸ)

死亡
羽数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※

鶏評価記録野帳

鶏舎毎に飼養鶏種、月齢、導入日齢、導入羽数を確認する。
家きんの評価額算定の参考とするため、と殺の対象となる代表的な個体について、体格がわかるように月齢毎、
鶏舎毎に区分して体重を測定し、写真を撮影する。

殺処分羽数
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（様式２８）

農場名：
評価人氏名： 平成　　年　　月　　日

№
鶏舎

番号等
物品名 数量

写真
撮影

(ﾁｪｯｸ)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※ 鶏舎毎、汚染物品毎に物品名、数量を確認する。
物品の評価額算定の参考とするため、物品名、数量等がわかる写真を撮影する。

汚染物品評価記録野帳

備考
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（様式２９） 

 

畜第   号  

平成  年 月 日  

○○○○ 様 

 

熊本県知事 ○○○○   印    

 

評価人依頼書 

 

家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第５８条第５項及び同法施行規則第６

２条の規定により、あなたを下記の鶏および物品の評価人として依頼します。 

記 

１ 家畜伝染病の種類  高病原性鳥インフルエンザ 

 

２ 家畜の種類     鶏 

 

３ 発生場所      熊本県○〇〇〇 

 

４ 発生年月日     平成  年  月  日 
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（様
式

３
０

）

 

記

家
畜

の
種

類
手

当
金

申
請

額
特

別
手

当
金

申
請

額
焼

却
埋

却
費

交
付

金
申

請
額

又
は

物
品

名
(法

第
5
8
条

第
1
項

)
(法

第
5
8
条

第
2
項

)
(法

第
5
9
条

)

1
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

（
疑

似
患

畜
）

鶏
円

円
円

円

2
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

（
疑

似
患

畜
）

飼
料

円
円

円
円

3
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

（
疑

似
患

畜
）

薬
品

円
円

円
円

計
円

円
円

（
注

）
　

1 2 3 4 5

　
同

一
の

動
物

の
種

類
又

は
物

品
に

つ
い

て
は

、
番

号
欄

に
様

式
第

3
号

、
様

式
第

5
号

、
様

式
第

7
号

か
ら

様
式

第
1
1
号

ま
で

、
様

式
第

1
3
号

及
び

様
式

第
1
4
号

の
番

号
と

同
一

の
番

号
を

付
す

こ
と

。

　
死

流
産

胎
児

に
係

る
手

当
金

の
交

付
の

申
請

に
際

し
て

は
、

病
名

欄
に

死
流

産
の

原
因

と
な

っ
た

検
査

、
注

射
、

薬
浴

、
投

薬
の

別
を

記
載

す
る

こ
と

。

　
手

当
金

の
交

付
を

申
請

し
な

い
場

合
に

は
手

当
金

申
請

額
欄

に
、

特
別

手
当

金
の

交
付

を
申

請
し

な
い

場
合

に
は

特
別

手
当

金
申

請
額

欄
に

、
焼

却
埋

却
費

交
付

金
の

交
付

を
申

請
し

な
い

場
合

に
は

焼
却

埋
却

費
交

付
金

申
請

額
欄

に
、

そ

れ
ぞ

れ
斜

線
を

付
す

こ
と

。

　
 既

に
手

当
金

等
の

概
算

払
及

び
焼

却
埋

却
費

交
付

金
の

交
付

を
受

け
た

場
合

に
は

、
焼

却
埋

却
費

交
付

金
申

請
額

欄
に

斜
線

を
付

す
こ

と
。

　
へ

い
殺

畜
等

手
当

金
等

交
付

規
程

第
3条

第
1項

の
規

定
に

よ
り

、
下

記
の

と
お

り
申

請
し

ま
す

。

番
号

病
名

合
計

額
備

考

　
申

請
者

が
代

理
人

で
あ

る
場

合
に

は
、

手
当

金
等

又
は

焼
却

埋
却

費
交

付
金

の
交

付
の

申
請

及
び

受
領

に
関

す
る

権
限

の
委

任
を

受
け

た
こ

と
を

証
明

す
る

委
任

状
を

申
請

書
に

添
付

す
る

こ
と

。

様
式

第
1号

（第
3条

関
係

）

へ
い

殺
畜

等
手

当
金

等
交

付
申

請
書

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
　

　

　
農

林
水

産
大

臣
　

様

住
　

所
　

熊
本

県
熊

本
市

中
央

区
水

前
寺

６
丁

目
１

８
－

１

氏
　

名
　

熊
本

県
農

林
水

産
部

生
産

局
畜

産
課

　
○

○
　

○
○

　
㊞
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 （
様

式
３

１
）

熊
 本

 県

手
当

金
等

補
償

金
等

交
付

金
住

  
 所

氏
  

 名

○
○

○
○

計
円

円
円

3
円

円
円

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
熊

本
県

○
○

○
-
○

○
○

○
○

2
円

円
円

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
熊

本
県

○
○

○
-
○

○
○

○
○

1
円

円
円

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
熊

本
県

○
○

○
-
○

  
  
手

　
当

　
金

　
等

　
交

　
付

　
一

　
覧

　
表

番
号

申
請

額
申

請
月

日
交

  
付

  
者

備
  

  
考
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  （
様

式
３

２
）

焼
　

却
　

（
埋

　
却

）
　

報
　

告
　

書

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

熊
本

県
○

○
家

畜
保

健
衛

生
所

長

記

殺
年

月
日

埋
却

場
所

埋
却

年
月

日
埋

却
施

設

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
熊

本
県

○
○

○
-○

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
○

○
○

○

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
熊

本
県

○
○

○
-○

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
○
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（様式３３） 

 

 

委  任  状 

 今般 熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号  熊本県農林水産部生産局畜産課 ○○ 

○○ を代理人と定め家畜伝染病予防法第 58 条第１項及び第 2 項の規定による手当金の

申請に関する一切の権限を委任します。 

 

平成  年  月  日 

 

      住所  熊本県○○○―○ 

      氏名  ○○ ○○   印 
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百 拾 億 千 百 拾 万 千 百 拾 円

上記の金額を請求します。

平成 年 月 日

住　　所 熊本県○○○-○

氏　　名 ○○○○ 印

会計管理者

支 　　　家畜伝染病予防法第５８条に基づく手当金

出

目

的

高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う殺処分鶏の手当金

円

高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う処分汚染物品の手当金

円

合計 円

上記のとおり相違ないことを証明します。

年 月 日

内　　　　　　訳

（様式３４）　　　　　　　　　　　請　　　　求　　　　書

金額

官署支出官
様

印

平成

職氏名 畜産課長　　○○○○
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 官署支出官 様 

 

                     住所  熊本県○○○－○ 

                     氏名  ○○ ○○    印 

 

手当金の指定銀行振込について 

 このことについて、下記のとおり依頼しますのでよろしくお取り計らい願います。 

 

記 

 

１ 銀行名 

 

２ 預金の種類及び口座番号 

     普通 

 

３ 口座名 
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（様式３５）  

                                                                     

と 殺 指 示 書 

             

                                       番      号 

                                  年  月 日 

 

○○○○ 様 

  

                         ○○家畜保健衛生所 

                                            家畜防疫員○○○○ 印 

 

 あなたが所有する（管理する）次の家きんは、高病原性鳥インフルエンザの患畜（疑似

患畜）と判定されましたので、家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第１６条

第１項の規定に基づき、下記によりと殺することを指示します。   

 

家きんの所在する場所 

 

家きんの種類、羽数 

 

                                 記 

 

１ と殺を行う場所 

                     

２ と殺の方法 

 

３ その他 

 

 

（備考） 

 １ この指示については行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）による不服申立

てをすることはできません。 

 ２ この指示に違反した場合は、３年以下の懲役又は１００万円以下の罰金に処せられ

ます。 

 ３ この指示によりと殺された家きんについては、家畜伝染病予防法第５８条第１項及

び第２項の規定により手当金が交付されます。 

   ただし、本病の発生を予防し、又はまん延を防止するために必要な措置を講じなか

ったと認められる者等に対しては、手当金若しくは特別手当金の全部若しくは一部を

交付せず、又は交付した手当金若しくは特別手当金の全部若しくは一部を返還させる

ことがあります。 
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（様式３６） 

 

食鳥関係事業者の皆様へ 

 

 

 平成 年 月 日に、○○町の○○（採卵、肉用等を記載）鶏農家で「高病原性鳥イン

フルエンザ」の疑似患畜の鶏が確認されました。 

 「高病原性鳥インフルエンザ」は、ウイルスにより伝染する病気で、鶏の他あひる、う

ずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥などの家きんが感染します。 

 これらの家きんが感染すると高い死亡率を示す本病は、法定伝染病に指定されており、

これまで我が国では、発生国からの鶏肉等の輸入を禁止するなど厳重な防疫体制をとって

きたところです。 

 すでに、発生農場の鶏を全羽殺処分するとともに卵等も適正に処分され、周辺地域の農

場への立入検査も実施して異状の有無を確認するなど、関係機関一体となってまん延防止

対策に努めております。 

そのため、現在供給されている鶏卵、鶏肉については安全であることは言うまでもあり

ません。また、わが国の現状においては、鶏肉や鶏卵を食べることにより、鳥インフルエ

ンザ（ウイルス）がヒトに感染する可能性は、以下の理由から、ないと考えられています。 

・ウイルスがヒトの細胞に入り込むための受容体は鳥の受容体とは異なること 

・ウイルスは酸に弱く、胃酸で不活化されると考えられること 

さらに我が国においては、鶏卵は卵選別包装施設（ＧＰセンター）、鶏肉は食鳥処理場

において、安全のための措置が講じられています。 

皆様の事業所におかれましても、車両消毒等の徹底及び消費者の皆様へ、是非正しい情

報を御提供くださるよう重ねてお願い申し上げます。 

 

平成 年 月 日 

                         熊 本 県 
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（様式３７） 

                 （例） 

平成  年  月  日  

 

 熊本県○○家畜保健衛生所長 様 

 

                     住所  

                     氏名  

                          

高病原性インフルエンザに伴う搬出制限区域内の家きんの搬出制限の例外に 

伴う協議について 

 このことについて、○月○○日に家畜伝染病予防法第３１条に基づき下記１の農場及び

ふ化場が搬出制限区域内に指定されましたが、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥

インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針第 9 の５の（３）に基づき移動制限の対

象外を協議します。 

記 

１ 農場及びふ化場名 

 

２ 措置内容 

   ひなを出荷する場合には、次のア～オの措置を講ずる。 

   ア 密閉車両を用いる。 

   イ 原則として、他の農場の付近の通行を避け、かつ、他の畜産関係車両が利用し

ない移動ルートを設定する。 

   ウ 消毒ポイントにおいて運搬車両を十分に消毒する。 

   エ 運搬後は、車両及び資材を直ちに消毒する。 

   オ 移動経過を記録する。 

 

３ 出荷先 

  別紙 

 

４ 輸送経路 

  別紙 
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（様式３８）

様

〒　８６２－８５７０

住所　熊本市中央区水前寺６丁目１８－１

氏名　熊本県知事　 ○○○○

担当者 □□□□

ＴＥＬ ○○○－○○○－○○○○

占用の目的

路線名

場所

平成　　　年　　　月　　　日から

平成　　　年　　　月　　　日まで

平成　　　年　　　月　　　日から

平成　　　年　　　月　　　日まで

道路の復旧方法

備考

位置図、平断面図
現地写真等

　原形復旧

日間

占用物件

名　　称

工事の期間

添付書類

工事実施

の方法

占用の期間

占用物件

の構造

日間

規　　模 数　　量

占用の目的場所

道路法第32条第1項（第32条第3項、第35条）の規定により許可を申請(協議)します。

新
規

変
更

平成    年  月    日

道路占用 (協議）書許可申請

車道　・　歩道　・　その他

第　　　　　　号

平成　　　年　　　月　　日

　消毒ポイント施設設置のため（○○○○の防疫に伴う車輌消毒のため）
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（様式３９） 

平成 年 月 日  

 

 ○〇〇 様 

 

                   申請者 

                   住所 〒 

                      熊本県 

                   氏名 熊本県〇〇広域本部 

                      〇〇地域振興局長 ○〇〇 

 

   道路占用料免除申請について 

 この度、下記の物件を道路にて占用するにあたり、道路占用の許可申請をしておりま

す。 

つきましては、道路占用料金について、○〇市市道占用料徴収条例第３条の規定によ

り、免税の申請をいたしますので、よろしくお願いします。 

記 

１ 占用物件 

 

２ 数量 
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（様式４０）

別記様式第六（第十条関係）

平成　　年　　月　　日

○○ 警察署長　殿

　　　　　　　　住所　熊本県

　　　申請者　　氏名　熊本県○○広域本部○○地域振興局長

○○　○○　　印

　　　　　　　　電話 ○○○○－○○－○○○○

　　　　　　　　（携帯電話　　　　　　　　　　）

住 所 電話

氏 名 携帯

　第　　　　号

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

平成　　　年　　　月　　　日

○○ 警察署長　　印

備考 １　　申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所
　　の所在地及び代表者の氏名を記載すること。
２　　申請者は、氏名の記載と押印に代えて、署名することができる。
３　　方法又は形態の欄には、工事又は作業の方法、使用面積、行事等の参加
　　人員、通行の形態又は方法等使用について必要な事項を記載すること。
４　　添付書類の欄には、道路使用の場所、方法等を明らかにした図面その他
　　必要な書類を添付した場合に、その書類名を記載すること。
５　　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

条件

現 場
責 任 者

　位置図、平面図、道路台帳

道　路　使　用　許　可　証

道　路　使　用　許　可　申　請　書

道 路 使 用 の 目 的

方 法 又 は 形 態

添 付 書 類

場 所 又 は 区 間

期 間

　　　　　　号線（　　　　　　　　　　　　　　　地内）

平成　　年　　月　　日　から　平成　　年　　月　　日までの

終日の間

　消毒ポイント施設設置のため
（○○○○の防疫に伴う車輌消毒のため）
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（様式４１） 

道路工事届 

平成  年 月 日  

 ○〇〇 様 

 

熊本県〇〇広域本部       

〇〇地域振興局長 ○〇〇    

 ○〇〇 で発生している家畜伝染病（      ）の熊本県へのまん延防止のため、

○〇〇〇と△△△△を結ぶ道路に消毒剤を散布したので、下記のとおり工事届けいたしま

す。 

記 

１ 路線名 

２ 場 所 

３ 案内看板設置場所 

４ 散布薬剤等 

５ 期間 

６ 連絡先 

   熊本県〇〇広域本部〇〇地域振興局農林（水産）部農業普及・振興課 

   電話          担当 
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（様式４２）

様

住所 熊本市中央区水前寺６丁目１８－１

氏名 熊本県知事

次のとおり通行止をしたいので、関係書類を添えて申請します。

 路　線　名

 場      所

 内　　　容

 契 約 工 事  自 平成　　年　　月　　日  工  事

 期       間  至 平成　　年　　月　　日  着手日

 日　　　 時  自 平成　　年　　月　　日

 至 平成　　年　　月　　日 日間

 目      的

 工事方法の

 概      要

 工事の許可

 年　月　日

 道路工事保安設置基準（Ａ－１、Ａ－２、Ａ－３、Ａ－４、

 安全確保の  Ｂ－１、Ｂ－２、Ｃ－１、Ｃ－２、Ｄ－１、Ｄ－２、Ｅ、

 ための措置  Ｆ－１、Ｆ－２、Ｆ－３、Ｇ）

 起終点及び必要箇所に標識、バリケード及び赤色灯を設置し、

 必要に応じて誘導員等を配置する。

 工事責任者  発注者：

 及び連絡先  受注者：

 添 付 書 類

道路通行止申請書

平成　　年　　月　　日

 平成　　年　　月　　日 　　　　　　　　　第　　　　号

○○○○

 平成　　年　　月　　日
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（様式４３）

車両Ｎｏ． 会社名

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

平成 年 月 日

時 分

車両消毒実施日時

車両消毒確認書

消毒場所・済印



82 

 

 

 

  

（
様

式
４

４
）

担
当

時
間

　
　

（
　

　
  

　
）
時

～
（
  

　
　

　
）
時

実
施

担
当

者
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

実
施

番
号

実
施

時
間

会
社

名
（
車

体
へ

明
記

さ
れ

て
い

る
場

合
の

み
）

運
転

者
氏

名
名

字
、

カ
タ

カ
ナ

可
車

両
番

号
積

み
荷

の
内

容
等

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

―
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

例
19

:1
5

○
○

運
輸

ク
マ

モ
ト

熊
本

　
宮

崎
　

鹿
児

島
　

　
　

　
　
５

２

　
あ

　
　

　
　

　
　

　
　
１

２
　

　
―

　
３

４
鶏

生
体

 ・
 鶏

卵
 ・

 鶏
飼

料
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

車
両

消
毒

台
数

報
告

書

消
毒

ポ
イ

ン
ト

【
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
】
　

　
　

　
　

　
実

施
年

月
日

：
平

成
　

  
　

年
　

　
　

月
　

　
　

　
日
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（様式４５）

＊消耗品の発注（薬液等依頼後に記入）

＊消毒槽の管理

　・薬液の使用量（投入時間・投入量を記入）

＊クレーム、要望等

　　あり　・　なし

＊消毒ポイントの巡視状況（日時、氏名、異常の有・無を記入）

　　

＊その他特記事項

　・状況写真撮影時間　　　月　　　日　　　時　　　分　　

消毒実施状況

（消毒ポイント名　　　　　　　　　　）

日　　時
平成　　年　　月　　日　　　　　時　　　分　から

平成　　年　　月　　日　　　　　時　　　分　まで

作業員
氏　名

交通誘導員
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（様式４６）

家畜保健衛生所

家畜防疫員

1 検査月日時 時

2 所有者住所

（畜舎の所在）

所有者氏名

3 追跡の理由（発生Ｎo． に関連した）

4 調査羽数

飼養 異常の有無 備考

羽数 外貌 群の死亡率等

成鶏

雛

卵

計

5 調査所見

6 講じた措置（隔離の指示等）

7 その他（家きん舎の位置、構造）

その他の
家きん

その他の物品

追跡調査表（報告書）

熊本県

○○　○○

平成　　年　　月　　日
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（様式４７）

家畜防疫員 ○○　○○

家族氏名 日時 場所
接触した人
又は物体

追跡調査
必要の有無

備考

平成　　年　　月　　日

家族行動調査表
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（様式４８）

家畜防疫員 ○○　○○

氏名
職種

目的・用務
家畜飼養
の有無

その後の行動
追跡調査

必要の有無
備考

平成　　年　　月　　日

発生場所へ出入した人の行動表

（様式４８） 
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（様式４９）

家畜防疫員 ○○　○○

氏名 場所

平成　　年　　月　　日

発生場所からの家きん等及び物品の移動状況調べ

移出入先
日時

家きん
等物品

羽数
数量

運搬方法
追跡調査

必要の有無
備考
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（様式５０）

班長

班員

場所・地域名 担当者名 分担事務 備考

平成　　年　　月　　日

追跡班編成表



89 

 

 

（様式５１）

家畜保健衛生所　御中

住所

氏名

飼養羽数 羽

死亡羽数 羽

飼養羽数 羽

死亡羽数 羽

飼養羽数 羽

死亡羽数 羽

飼養羽数 羽

死亡羽数 羽

※１ 飼養羽数の備考欄には、月又は週ごとの産卵率の低下等の健康状態におけ

る異状、防鳥ネットの破損等の飼養衛生管理の異状等を記載すること。

※２ 死亡羽数の備考欄には、通常の死亡率と比較して変動が認められるか、死

亡日齢、発生鶏舎等に偏りが認められるか等についての特記事項を記載する

こと。

第
　
週

　
日
～

　
日

第
　
週

　
日
～

　
日

第
　
週

　
日
～

　
日

第
　
週

　
日
～

　
日

死亡家きん確認報告

○○

平成　　年　　月分

備　　考内　　　容
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（様式５２）

実施者

飼養者名簿 住所

ＴＥＬ

ＦＡＸ

総飼養羽数 日齢 飼養目的 鶏舎規模 飼養形態

種類 成鶏 羽 日

育成鶏 羽 日

幼鶏 羽 日 他（ ）

導入元（系列) 連絡先

羽数 羽／回 、 日齢 日・週 、 回数 回／年

出荷契約先 廃鶏出荷先

処理場 日齢

出荷量

ｵｰﾙｲﾝ･ｵｰﾙｱｳﾄ

清掃・消毒状況(薬品名など) 担当獣医師

踏込消毒槽 （無・有） （ ） 飼料購入先

野鳥対策 飼料名

池沼等の有無

野鳥の飛来状況

備考

異常鶏の有無

（症状)

周辺
環境

衛生
対策
状況

立入検査台帳

出荷

平成　　年　　月　　日

棟 ｳｲﾝﾄﾞﾚｽ・開放

平飼い

その他箇所

卵・肉

展示・愛玩
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（様式５３）

鳥インフルエンザ立入検査集計表 【 月 日～ 月 日分】

戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レイヤー 0 0

ブロイラー 0 0

教育関係 0 0

その他（ ） 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　月　日

計

　月　日

市町村
合計

計

　月　日

計

　月　日

計

計

　月　日

計

　月　日

計

計
区分

市町村名

　月　日

計

市町村名 市町村名 市町村名
月日

市町村名 市町村名
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（
様

式
５

４
）

採
材

月
日

：

班
名

：

防
疫

員
名

：

血
清

ｸ
ﾛ
ｱ
ｶ
ｽ
ﾜ
ﾌ
ﾞ

気
管

ｽ
ﾜ
ﾌ
ﾞ

１
／

２
／

３
／

４
／

５
／

６
／

７
／

８
／

９
／

１
０

／

計
／

記
入

例
　

　
Ａ

班

血
清

ｸ
ﾛ
ｱ
ｶ
ｽ
ﾜ
ﾌ
ﾞ

気
管

ｽ
ﾜ
ﾌ
ﾞ

１
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｲ
ﾗ
ｰ

2
／

4
Ａ

A-
1-
a-
1~
5

A
-
1
-
A
-
C
1

A
-
1
-
A
-
T
1

２
ﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

2
／

5
３

A-
1-
3-
1~
5

A
-
A
-
3
-
C
2

A
-
1
-
3
-
T
1

　
　

月
　

　
日

　
　

　
　

　
班

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
発

生
状

況
・

清
浄

性
確

認
検

査
・

制
限

の
例

外
規

定
に

よ
る

遺
伝

子
検

査
）

検
査

採
材

野
帳

採
材

鶏
舎

数

／
全

鶏
舎

数
そ

の
他

鶏
舎

名
番

号
日

齢
品

種
検

体
番

号

農
家

番
号

市
町

村
農

場
名

区
分

農
家

番
号

区
分

農
場

名
市

町
村

検
体

番
号

そ
の

他
／

全
鶏

舎
数

品
種

日
齢

採
材

鶏
舎

数
鶏

舎
名

番
号


